
○
麻
雀
の
部

　

優
勝　

平
野　

一
広
（
大
池
）

　

２
位　

松
山　

幸
市（
上
水
沢
）

　

３
位　

鈴
木　

順　
（
大
倉
崎
）

○
卓
球
の
部

☆
男
子
（
40
才
以
上
）

　

優
勝　

村
田　

賢
一
（
大
塚
）

　

２
位　

石
田　

徳
夫
（
戸
狩
）

　

３
位　

中
沢　

治
男（
下
水
沢
）

☆
女
子
（
40
才
以
上
）

　

優
勝　

峰
村
り
う
子
（
戸
狩
）

　

２
位　

内
田
よ
お
子（
上
水
沢
）

　

３
位　

木
内
英
津
子
（
戸
隠
）

☆
男
子
（
40
才
未
満
）

　

優
勝　

小
出　

姿
（
下
水
沢
）

　

２
位　

伊
藤　

岳
（
柳
新
田
）

　

３
位　

大
日
方
俊
樹
（
戸
隠
）

☆
女
子
（
40
才
未
満
）

　

優
勝　

高
橋　

寿
美（
上
水
沢
）

　

２
位　

丸
山　

敬
子
（
戸
隠
）

　

３
位　

鈴
木　

恵
美
（
小
沼
）

☆
男
子
（
小
学
生
）

　

優
勝　

吉
越　

稜
介
（
大
塚
）

　

２
位　

丸
山　

翔　
（
戸
隠
）

　

３
位　

中
沢　

辰
哉
（
戸
隠
）

試
食
ま
で
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

◇
常
盤
地
区
囲
碁
・
将
棋
・

オ
セ
ロ
・
麻
雀
・
卓
球
大
会

　

２
月
19
日
（
日
）
常
盤
地
区

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
多
く
の
参
加
者

を
集
め
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中

に
も
、
真
剣
勝
負
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

〈
結 

果
〉

○
囲
碁
の
部

　

優
勝　

吉
越　

博
喜
（
大
塚
）

　

２
位　

小
出　

直
治（
下
水
沢
）

　

３
位　

沼
田
権
太
郎
（
小
泉
）

○
将
棋
の
部

　

優
勝　

小
出　

姿
（
下
水
沢
）

　

２
位　

伊
藤　

岳
（
柳
新
田
）

　

３
位　

吉
越　

稜
介
（
大
塚
）

○
オ
セ
ロ
の
部

　

優
勝　

小
林
は
る
か（
大
倉
崎
）

　

２
位　

小
林
あ
か
ね（
大
倉
崎
）

　

３
位　

中
沢　

辰
哉
（
戸
隠
）

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

２
月
26
日
（
日
）、
飯
山
市

室
内
運
動
場
で
実
施
。
最
初
に

初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
行
い
、
そ
の
後
、
経
験
者
の

部
３
チ
ー
ム
、
初
心
者
の
部
３

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

◇
広
報
さ
ん

　
　
　

い
ら
っ
し
ゃ
い
講
座

　

２
月
27
日
か
ら
３
回
コ
ー
ス

で
実
施
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

広
報
紙
の
作
り
方
を
学
習
し
ま

し
た
。

◇
楽
し
い
集
い
参
加
者
募
集

　

昨
年
か
ら
地
域
を
あ
げ
た
お

祭
り
と
し
て
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
今
年
は
13
個
の
か
ま
く
ら

が
地
域
の
方
々
の
協
力
で
作
ら

れ
ま
い
し
た
。

　

も
ち
つ
き
大
会
、
宝
探
し

ゲ
ー
ム
、
雪
上
車
体
験
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
、
JA
青
年
団
な

ど
の
売
店
や
地
域
の
方
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の

出
店
が
あ
り
、
大
勢
の
来
客
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
か
ま
く
ら
の
中
で

は
、
特
製
の
ナ
ベ
に
舌
鼓
を
う

つ
家
族
づ
れ
の
姿
も
多
く
見
ら

れ
、「
来
年
も
必
ず
来
た
い
」

と
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◇
人
権
教
育
学
習
会

　

３
月
12
日
（
日
）
外
様
地
区

公
民
館
で
開
催
。
講
師
の
先
生

を
お
招
き
し
、
人
権
問
題
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

◇
ふ
れ
あ
い
そ
ば
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
教
室

　

３
月
12
日
（
日
）
外
様
地
区

公
民
館
で
開
催
。
当
日
は
、
地

粉
を
使
っ
た
ソ
バ
打
ち
体
験
と
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３
月
26
日
（
日
）、
囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
大
会
を

瑞
穂
公
民
館
で
、
ピ
ン
ポ
ン
大

会
を
東
小
学
校
体
育
館
で
開
催

し
ま
す
。

　
（
申
込
：
瑞
穂
公
民
館
）

◇
「
和
紙
の
し
ご
と
大
賞
」
に

　

挑
戦
す
る
か
も
講
座
参
加
者

　

募
集

　

第
１
講 

３
月
23
日
（
木
）

　

第
２
講 

４
月
７
日
（
金
）

　

第
３
講 

４
月
17
日
（
月
）

　

第
４
講 

４
月
27
日
（
木
）

　
（
各
日
午
後
６
時
30
分
～
）

講
師
：
阿
部
一
義
（
関
沢 

阿
部
製
紙
）

参
加
料
：
５
０
０
円

会
場
：
瑞
穂
公
民
館
（
民
芸
館
）

申
込
：
瑞
穂
公
民
館

◇
人
権
同
和
研
修
会
開
催

２
月
25
日
（
土
）
長
野
教
育
事

務
所
生
涯
学
習
課
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
高
橋
信
一
郎
先
生
を
講

師
に
迎
え
「
語
り
合
い　

き
ず

こ
う　

人
権
」
の
演
題
で
地
区

人
権
同
和
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り

入
れ
た
研
修
会
で
現
代
の
人
権

と
い
う
物
を
再
認
識
し
た
研
修

会
と
な
っ
た
。

◇
第
６
回
か
ま
く
ら
祭
り

　

２
月
11
日
（
土
）、12
日
（
日
）

外
様
寿
村
信
濃
平
観
光
案
内
所

周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

「
地
域
に
根
ざ
し
た
街
づ
く
り
と
公
民
館
活
動
」

～
松
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を
通
じ
て
～

　

講
演
の
中
で
香
山
さ
ん
は
、

松
代
町
が
長
野
市
へ
の
合
併

を
行
っ
た
昭
和
41
年
、「
松
代

は
ダ
メ
だ
」「
松
代
は
遅
れ

た
」
と
言
わ
れ
続
け
た
時
期
か

ら
、
再
生
の
転
機
と
な
っ
た
平

成
５
年
の
「
長
野
高
速
道
開

設
」、
平
成
13
年
の
地
域
の
魅

力
を
住
民
自
身
で
見
直
す
中
で

立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
信
州
松
代

ま
る
ご
と
博
物
館
構
想
」、
平

成
16
年
に
市
の
全
面
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
得
る
中
で
、
全
国

か
ら
来
た
人
が
松
代
の
文
化
遺

産
等
に
触
れ
る
こ
と
で
、
共
に

学
び
、
楽
し
も
う
と
始
ま
っ

た
「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ま
つ
し

ろ
２
０
０
４
」
開
催
等
に
つ
い

て
触
れ
る
中
で
、
か
つ
て
年
間

30
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
観
光

客
が
、
86
万
人
に
ま
で
増
加
す

る
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
住
民

の
意
識
の
変
化
、
行
政
と
の
関

わ
り
等
を
自
ら
の
体
験
を
基
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し

て
組
織
の
あ
り
方
を
挙
げ
、

「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ま
つ
し
ろ

２
０
０
４
」
で
は
行
政
と
住
民

が
一
体
化
し
て
”
協
働
”
作

業
を
行
っ
た
が
、
組
織
形
態
は

住
民
の
主
体
的
な
組
織
と
は
違

い
窮
屈
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本

来
住
民
自
治
組
織
は
、
主
体
的
、

創
造
的
、
開
拓
的
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
行
政
も
住
民
も
そ
れ

ぞ
れ
を
理
解
し
合
い
、
最
大
限

の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
関

係
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
山
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
以
下
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。　

１　

行
政
依
存
の
考
え
を
ス
ッ

　

パ
リ
捨
て
去
る
こ
と
。

２　

他
人
依
存
を
捨
て
去
り
、

　

自
分
で
出
来
る
こ
と
か
ら
身

　

銭
を
切
る
覚
悟
で
ま
ち
づ
く

　

り
に
取
り
組
む
こ
と
。

３　

肩
書
き
を
捨
て
て
、
主
体

　

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で

　

き
る
場
を
創
り
出
し
、
拠
点
、

　

空
間
、
組
織
、
人
材
を
確
保

　

す
る
こ
と
。

４　

補
助
金
依
存
か
ら
脱
し
、

　

必
要
な
活
動
資
金
は
自
ら
生

　

み
出
す
こ
と
。

５　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学

　

習
す
る
機
会
を
持
ち
、
地
域

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確

　

立
を
は
か
る
こ
と
。

６　

住
民
自
ら
が
地
域
経
営
の

　

力
を
つ
け
、
行
政
と
パ
ー
ト

　

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
る
よ
う

　

な
力
を
持
つ
こ
と
。

７　

専
門
家
集
団
と
つ
な
が
り

　

を
持
ち
、
地
域
学
習
を
積
み

　

重
ね
る
こ
と
。

８　

先
進
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

　

飯
水
公
民
館
運
営
協
議
会
（
飯
山
市
・
栄
村
）
で
は
、「
街
お
こ

し
」「
地
域
づ
く
り
」を
中
心
に
こ
れ
ま
で
２
回
の
研
修
会
を
開
催
し
、

理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

３
回
目
と
な
る
今
研
修
会
で
は
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
講

師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
夢
空
間
松
代
の
ま
ち
と
心
を
育
て
る
会
」
事
務

局
長　

香
山
篤
美
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
町
づ
く

り
と
公
民
館
活
動
」
と
題
し
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
夢
空
間
松
代
の
ま
ち
と
心
を
育
て
る
会
」

事
務
局
長　
　

香 
山 

篤 

美  

氏

　

ー
ク
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

　
「
よ
そ
者
」
を
排
除
し
な
い

　

こ
と
。

　

最
後
に
香
山
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
飯
山
市
に

も
、
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
宝
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る

は
ず
で
す
。
住
民
活
動
や
公
民

館
、
行
政
を
も
巻
き
込
ん
で
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
に
「
安
心
・
安
全
を
」  

飯
山
地
区
人
権
同
和
推
進
員　

深　

堀　
　

輝

人 権
学習シリーズ

　

日
曜
日
の
朝
、
教
育
テ
レ
ビ

「
わ
く
わ
く
授
業
」
で
小
学
６

年
生
の
「
誘
惑
を
上
手
に
こ
と

わ
る
た
め
に
」
の
授
業
を
見
た
。

　

子
ど
も
達
は
グ
ル
ー
プ
毎
に

ど
ん
な
こ
と
わ
り
方
が
良
い
か

を
話
し
合
い
、
そ
れ
を
先
生
が

①
け
ん
か
タ
イ
プ
②
弱
さ
タ
イ

プ
③
は
っ
き
り
タ
イ
プ
に
ま
と

め
、
③
が
良
い
と
決
め
た
。

　

次
に
「
タ
バ
コ
を
す
す
め
ら

れ
た
と
き
上
手
に
こ
と
わ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
先
輩
役
の
先
生

を
相
手
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
寸

劇
）
を
行
っ
た
。

　

子
ど
も
達
は
言
葉
を
選
び
な

が
ら
、
は
っ
き
り
タ
イ
プ
で

精
一
杯
こ
と
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
。

　

は
っ
き
り
こ
と
わ
る
こ
と
は

実
に
む
ず
か
し
い
。
戸
惑
い
を

抑
え
て
発
言
し
て
い
る
姿
も
見

ら
れ
た
。
こ
の
経
験
は
、
今
後

自
分
の
身
を
守
る
大
き
な
力
に

な
る
と
思
っ
た
。

　

何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

程
、
不
安
定
で
危
険
な
現
代
で

あ
る
。
だ
か
ら
一
層
、
学
校
も

地
域
も
そ
し
て
家
庭
も
、
機
会

を
と
ら
え
て
、
子
ど
も
達
が
安

心
し
て
安
全
に
生
き
ら
れ
る
よ

う
に
、
自
分
の
身
は
自
分
が
守

る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら

| 

飯
水
公
運
協
館
長
主
事
合
同
研
修
会
開
催 

|

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら

　

飯　
山　
　
　

　

瑞　
穂　
　
　

　

柳　
原　
　
　

　

外　
様　
　
　

　

常　
盤　
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